
はじめに

福井県における鳥類標識調査は, 環境省の鳥類観

測ステーションが存在する丹生郡織田町の織田山1

級ステーションを始め, 大野市六呂師高原 (大迫

1992, 1994, 大迫･三原 1998, 三原・大迫 2002),

大野市平家平 (大迫･三原 2002) などで行われて

いるが, いずれも山地での調査であり, ヨシ原など

の草地ではほとんど行われていないのが現状である.

しかし, 全国の放鳥集計を見た場合, ヨシ原を好む

オオジュリンを始め, ヨシ原や林縁, 藪などを好む

カシラダカやアオジが放鳥数の上位を占めており,

多くの地域で回収 (Rc：初放鳥地から５㎞以上離

れた場所による再捕獲) がなされて渡りの経路解明

などに役立っている (財団法人山階鳥類研究所

1997).

九頭竜川下流域は, 広大な河川敷の多くが耕作地

であるが, 低水路沿いに僅かにヨシなどの草地が残

されている. 今回, 九頭竜川河口に近いヨシ原で標

識調査を行い, 多数の放鳥記録および11例の回収記

録が得られたのでここに報告する.

調査地と方法

調査は1999年1月25日から12月27日までの12日間,

2000年1月8日から12月1日までの13日間, 2001年8月

16日から11月23日までの3日間の計28日間, 福井県

坂井郡三国町川崎の九頭竜川河川敷 (36°12′Ｎ,

136°09′Ｅ, 1ｍALT.) において36㎜メッシュ,

長さ12ｍのカスミ網を3～8枚用いて行った. 当地は

九頭竜川右岸の低水敷に広がるヨシ原で, 低水路

(水面) と低水護岸に挟まれたその幅は約30ｍであ

る. 植生はヨシ Phragmites communis, マコモ

Zizania latifolia, ヒメガマTypha angustifolia, ウキ

ヤガラ Scirpus fluviatilis などで, ヨシが優占して

いる.

各調査時期には捕獲が期待される鳥類, すなわち

夏季はオオヨシキリ, 秋～冬季はオオジュリン等の

さえずりテープを流して誘引し, 捕獲された鳥類に

は, 個体番号が刻印された環境省の金属リングを右

足に装着し, 種名, 性別, 年齢を記録したのち放鳥

した. また, 必要であれば各部位の計測も行った.

1999年～2001の内の, 2001年を除く2年間は, 調

査はほぼ周年行われたが, オオジュリンなどの冬鳥

が多く渡来すると思われる11月は頻度を多くして行っ

た (表1). また, 調査時に, 標識調査以外で確認さ

れた種においても任意に記録を行い, 各時期にどの

ような鳥類が生息しているかの把握に努めた.
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表1. 調査年毎の各月の調査回数
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表2. 九頭竜川河口において標識調査以外で確認された鳥類のリスト



結果と考察

１. 確認種

国土交通省は管轄河川で5年に一度, 河川水辺の

国勢調査を行っており, 九頭竜川でもこれまで0.0

㎞～31.2㎞区間で平成5年度と11年度の2回, 鳥類調

査が行われている. その調査の中で, 当調査地を含

む下流域 (3.7㎞～7.7㎞区間) では13目31科108種が

確認されているが (財団法人リバーフロント整備セ

ンター 1996, 2001), 今回の調査では, 標識調査

で2目8科16種, 任意観察では10目25科54種の計11目

26科61種が確認され, これまで確認されていなかっ

た, クイナ, コジュリンが標識調査で, コミミズク,

アトリが任意観察で新たに記録された (表2).

これらのうち, 環境省レッドリストの掲載種が8

種, 福井県レッドデータブックの掲載種が12種, 環

境省の指定する国内希少野生動植物種が2種, 文化

庁の指定する天然記念物が1種含まれていた (表3).

２. 放鳥種

3年間で放鳥された2目8科16種432羽 (表4) のう

ち, オオジュリンが315羽ともっとも多く, 全体の

73％を占め, 初放鳥地から5㎞以上離れた場所で再

捕獲された個体 (Rc：リカバリー) が11例, 初放

鳥日から6ヶ月以上を経て初放鳥地から5㎞未満の場

所で再捕獲された個体 (Rt：リターン) が2例, 初

放鳥日から6ヶ月未満で初放鳥地から5㎞未満の場所

で再捕獲された個体 (Rp：リピート) が6例確認さ

れた. また, オオジュリン以外でも, Rtがオオヨシ

キリで2例, Rpがウグイスで1例確認された (表5).

次いで多く放鳥された種はツバメ40羽, スズメ24羽

であるが, これらはねぐら利用のためヨシ原を訪れ

た種であった. 上記3種の他の種はいずれも20羽以

下の放鳥であり, まとまった放鳥数を得ることがで

きなかった.

オオジュリンのRcは, 11例中5例が6ヶ月以内の

短期間での再捕獲であったが, それらのすべてが日

本海側からの新放鳥であり, その5例中4例が新潟県

からの秋季の新放鳥であった. このことから, 当地

に飛来するオオジュリンは, 秋季の渡りでは新潟県

を経由する個体が多いと思われる. また, Rpでは,

およそ11月中旬を境にして再捕獲の個体数が増加し

ており, この時期から冬鳥として当地に長く留まる

個体が多くなることを示唆している. しかし, いず

れにしても再捕獲の例数が少なく, 確実なことは言

えない. これらの解明のために今後もデータを蓄積

していくことが望まれる.
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要 約

福井県坂井郡三国町川崎の九頭竜川河川敷におい

て, 1999年～2001年の計28日間, 鳥類の標識調査を

行い, 2目8科16種432羽を標識･放鳥した. また, 同

時に調査地周辺の任意観察も行い, 10目25科54種を

確認し, 両者を合わせ11目26科61種の確認となった.

これらのうち, 環境省レッドリストの掲載種が8種,

福井県レッドデータブックの掲載種が12種, 環境省

の指定する国内希少野生動植物種が2種, 文化庁の

指定する天然記念物が1種含まれていた. 当地付近

ではこれまで, 13目31科108種が確認されているが,

今回新たにクイナ, コミミズク, コジュリン, アト

リが確認された.

標識調査では, オオジュリンが315羽ともっとも
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多く放鳥され, そのうちRcが11例, Rtが2例, Rpが

6例確認された. 当地に渡来するオオジュリンは,

秋季の渡りでは新潟県を経由する個体が多いと思わ

れ, また, 11月中旬以降に冬鳥として留まることが

示唆されたが, データの蓄積が少なく確実なことは

言えない. これらの解明のためには今後も調査の継

続が望まれる.
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Avifauna in the estuary area of the Kuzuryugawa River: banding results in 1999-2000

Manabu MIHARA1

The avifauna in the estuary area of the Kuzuryugawa River was studied by mist-net capturing over 28 days from

1999 to 2001. A total of 432 birds belonging to 16 species in 8 families and 2 orders were banded. Concurrent

visual observations provided records for 54 bird species belonging to 25 families and 10 orders. In total, 61 bird

species belonging to 26 families and 11 orders were recorded in this area. These records contain some bird species

of special status: 8 species are designated as endangered by the Japanese Ministry of the Environment, 12 as

endangered by Fukui prefecture, 2 as national endangered species of wild fauna and flora by the Japanese Ministry

of the Environment, and 2 as natural monuments by the Japanese Agency for Cultural Affairs.

The most often-captured bird species was the reed bunting, Emberiza schoeniclus. Among the 315 reed buntings

captured, the number of cases of recovery (Rc), return (Rt), and repeat (Rp) was 11, 2, and 6, respectively. Based

on these recapture records, it appears that reed buntings fly to the estuary area of the Kuzuryugawa River via

Niigata prefecture in their autumn passage, downward in mid-November, and they stay in this area as winter

visitors.

1. Tenjincho 7-17, Ono-shi, Fukui 912-0084, Japan. E-mail: mihara@mitene.or.jp


